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例１  加減の混じった計算 

 

  （ここで 正の項の和、負の項の和を使うと便利であることを教えておくと良い） 

 

 

問３  「やってみましょう。やり方は自由。」 

        「式の最初の項は( )を省略しても良いことになっています」 

 

  （一番楽な方法で、とにかくできることを優先すべきと考える。正の項の和、負の項の 

 和を使う必要が感じられにくいので） 

 

 

自分の言葉で伝えよう         「自分の言葉で伝えようを読んでください」  

 

 「けいたさんと、かりんさんのやりかたを自分の言葉で説明してください」 

 

 

練習問題 「やってみましょう」（１０分くらい） 

－１４－ －２９ ＋ －３５ ＋１１＝－１４＋２９－３５＋１１

＝４０－４９＝－９

これを

－１４＋２９－３５＋１１

＝１５－３５＋１１＝－２０＋１１＝－９

正の項の和 負の項の和

（１）６－１０＋

（３）９－１２＋７－１３＝－９

（５）－２４－ －１５

－１５

＋

＝６－１０－１５＝－１９

－３５ ＋２４＝－２４＋１５－３５＋２４＝－２０

（４）－８－４＋

（２）－１２＋８－

－１ － －７ ＝－８－４－１＋７＝－６

－１４ ＝－１２＋８＋１４＝１０

－３＋９－５－９＝９－１７＝－８

けいたさんは正の項の和と負の項の和

を使って計算している

－３＋９－５－９＝－８

かりんさんは＋９－９を先に０として

計算している


